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問い合せ先

地上・宇宙通信の融合に向けた
世界初の5G衛星通信の越境実証

スカパーJSAT株式会社 問い合せ先 NPO法人円陣スペースエンジニアリングチーム（e-SET）
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スカパーJSAT株式会社　八木橋 宏之、小川 宗晃、大内 夏子

１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
e-SETの宇宙ビジネス参入は、九州大学との産学連携をきっかけに技術・ノウ
ハウを蓄積し、地域発スタートアップとの連携体制構築へとつなげ、最終的に世界
最高クラスの性能を有する小型SAR衛星の製造に携わるまでになるという非常
にユニークな事例である。QPS研究所の要求仕様に対して、構成企業がそれぞれ
の強みを持ち寄り、どうすれば実現可能か知恵を絞り、試行錯誤を繰り返し、わず
か一年弱でのQPS-SAR開発を強力にサポートした。また、中小企業が一社で参入
を目指すのではなく、異業種でチームを組み参入を成し遂げた。宇宙ビジネスへ
の挑戦を開始した時期も2007年と、現在の宇宙ビジネス環境が盛り上がる前か
ら、将来を見越して取り組んできた。「九州に宇宙産業を根づかせたい」とQPS
研究所を立ち上げた八坂九州大学名誉教授やその後を継いだ大西社長とも志を
共にし、衛星製造に留まらず、次世代の人材育成にも取り組んでおり、今後の宇宙
ビジネスの裾野拡大を目指している。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
現在、e-SETの構成企業が製造する宇宙関連製品のほとんどが、QPS研究所
向けであり、QPS-SARの実績拡大が、e-SETの実績拡大に直結する。QPS-SAR 
は、2025年12月末までに計14機が打ち上げられ、2025年3月には、QPS研究
所の新研究開発拠点「Q-SIP」が本格稼働した。最終的には、これまでの年４機か
ら年10機の製造体制へ増強が計画されており、e-SETの売上拡大が期待され
る。また、e-SETは、売上拡大を図る上で、QPS-SARのサプライチェーンを担い、
人工衛星部品の製造技術・ノウハウを蓄積しているという特徴を宇宙関連企業
に対してアピールすることが重要であると議論を進めている。そのため、福岡県
が実施する宇宙関連企業への出張技術提案会に参加するなど、新たな顧客獲
得へ向けた活動を進めている。

３．経済・社会の高度化への貢献
　e-SETが製造に携わるQPS-SARは、世界最高クラスの性能を有し、その衛星
データは、様々なサービスへの活用が見込まれる。最終的には、36機の衛星コン
ステレーションが整い、地球のほぼどこでも平均10分以内に観測できる準リアル

タイム観測体制を目指している。今後、防災やインフラ管理などのサービス創出
が見込まれ、国民生活の安心安全に大きく貢献すると期待される。また、e-SETで
は、新たに宇宙へ挑戦する仲間が現れることを期待しており、宇宙ビジネスの啓
発・新規参入に向けたイベントで、これまでの経験や苦労話などを披露すること
で、地域の宇宙ビジネスプレイヤーの増加や宇宙ビジネス振興に貢献している。

４．技術への貢献
e-SETでは、構成企業が各々で技術の向上を図っている。例えば、㈱村井工機
では、QPS-SARの量産化に伴い、自社供給部品に対して「大幅なリードタイムの
短縮」や「頻繁なリビジョンアップへの迅速な対応」などに対応するため、複数の
工場に設置しているマシニングセンターのシステムを共通化するなどして生産性
を向上。リードタイムを22%削減することに成功した。また、オガワ機工㈱では、
人工衛星の構造部材に広く使用されているアルミニウム合金に代わり、より
軽量・高剛性でコストパフォーマンスに優れたCFRPを使用するための研究開発を
実施。その結果、剛性を保ちながら軽量化するCFRP部材製造技術の開発に成功
した。さらに、2024年からe-SETの有志と外部の多様な技術者で、自ら小型人工
衛星を設計し、打ち上げるプロジェクトをスタートさせ、発注者に部品を供給する
だけの体制から脱却。今後生まれる宇宙スタートアップに対して、技術的なアド
バイスができる組織へと進化させていく。

５．国民理解の増進・人材育成への貢献
　QPS-SARは、テレビドラマ「下町ロケット」になぞらえ、「下町衛星」と称される
ことがある。e-SETは、普通の町工場でも世界最高クラスの人工衛星製造に携わ
れることを示し、子供たちに夢や希望を与えたいと考えている。そのため、QPS
研究所等と連携し九州の次世代の宇宙人材育成にも積極的に取り組んでいる。
これまでの主な取組事例は以下のとおり、
・ 小学生に対して、人工衛星について分かりやすく解説し、人工衛星の部品を
使ったスマホスタンドを作り、ものづくりの面白さを伝えるイベントの開催。

・ 高校生に対して、人工衛星の機体設計や製作に携わった経験を基に、失敗を
恐れずに挑戦を続けることの大切さを語る特別授業の実施。

小型SAR衛星の技術を支える
地域のものづくり中小企業の取組
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　ものづくりを行う中小企業がそれぞれの強みを生かして宇宙産
業に参入し、QPS研究所の小型SAR衛星の開発を支え、それに
よって同社が世界で成果を出している。この取組は日本における
中小企業が活躍するロールモデルであり、地域の宇宙産業の振興
に貢献していることは高く評価できる。

　福岡県久留米地域に立地するものづくり中小企業が、各社の
強みを発揮し、チームで宇宙ビジネスに参入した。QPS研究所の
世界最高クラスの性能を有する小型SAR衛星（QPS-SAR）の製造
に構想段階から協力してきた。2025年12月末までに14機の
QPS-SARが打ち上げられており、各企業は今後の衛星コンステ
レーション構築に向けて、部品などの量産体制づくりに取り組んで
いる。次世代の宇宙人材育成にも精力的に取り組んでおり、地域
の宇宙ビジネス振興に大きく貢献している。

１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
スカパーJSATは国際共同研究チームの一員として、世界で初めて5G NTN

（Non-Terrestrial Network）を用いた日本―シンガポール間の越境実証に成
功し、その成果を大阪・関西万博でも披露した。商用の静止軌道通信衛星
JCSAT-1C（Ku-band）を経由して、モバイル通信の5G技術規格に基づく通信を
成立させた。これは3GPP（Third Generation Partnership Project）における
Ku-band標準化議論に先駆けた成果である。時間同期や周波数調整などTRL
（技術成熟度レベル）の低い課題を独自ノウハウで解決し、実運用に近い環境で
検証した。今後は「Universal NTN™」の実現に向けて活用し、2028年の商用
化を目指して研究開発と国際連携を加速する。海上輸送・航空・防災等への応
用可能性を示し、宇宙利用の新領域を拓く取り組みである。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
5G NTNは地上通信と宇宙通信の融合により、モバイルネットワーク未整備
地域を含む新市場を創出する分野である。本実証は、国境やインフラ制約を越え
て衛星経由のモバイル通信が実用レベルで機能することを示し、海上・航空・国境
地帯等の通信の脆弱なエリアでの需要に応える道を開いた。コネクテッドカー、
国際物流、安全保障等で地上通信を補完・拡張する需要が高まる中、本成果は
商用展開と契約拡大の起点となる。海外事業者との連携により日本発技術の
グローバル展開の基盤も形成した。衛星通信をモバイルネットワークの一部と
する取り組みは、宇宙開発利用市場の成長フェーズを牽引する成果である。

３．経済・社会の高度化への貢献
　本成果は宇宙通信による社会基盤高度化の具体例である。自律運航船や遠隔
操船、コネクテッドカー等の自律化・遠隔制御を支える基盤通信としての活用が

期待される。途絶しにくい広域通信を要する交通・物流で、衛星と地上ネットワー
クを統合した5G NTNは効率化・安全性・リアルタイム性を高める。実証はシンガ
ポール港湾当局（MPA）の協力のもと実施され、港湾・交通管理の高度化に寄与
すると同時に、日本発技術の国際発信にも資する。地政学的リスクの高まりを踏ま
えれば、我が国主導の宇宙利用はインフラ自律性を高め、相互関係性を強化する
戦略的成果と言える。

４．技術への貢献
実証で得た知見は国際標準化と技術エコシステム形成に直結する。当社は
2022年よりARIB（一般社団法人電波産業会）/TTC（一般社団法人情報通信技
術委員会）および3GPP（Third Generation Partnership Project）に加盟し、
5G NTNのユースケース提案とKu-band仕様定義を推進してきた。端末送信電
力に関わるEIRP値向上の課題解決に主体的に寄与し、衛星とモバイル端末の双
方向通信の効率化に道を開いた。これらは2025年9月に3GPP Release-19で
正式承認され、グローバル標準の一部となった。さらに国内外パートナーとの共創
を進め、「Universal NTNイノベーションラボ」を拠点に多軌道連携等の実証を
推進している。標準化・実証・連携を一体で進め、技術進化をリードするものである。

５．国民理解の増進・人材育成への貢献
　本成果は国内外メディアで報じられ、宇宙通信の意義と将来性の理解を促し
た。日常の5Gが宇宙と結びつき「国境を越えてつながる」ことを示した点は、宇宙
を身近で現実的な存在として捉える契機となった。また「Universal NTN™」は、
誰もがどこでもつながる未来像を示すメッセージとして発信され、さらに理解を
深める役割を果たした。実証には産学官の多様な人材が参画し、若手が国際共同
研究や標準化活動に携わることで人材育成が進展した。

　国境を越えて（日本とシンガポールの間）、衛星を介した5Gの技術規格を用いた
通信が実用レベルで機能することを世界で初めて示し、海上輸送・航空や防災など
幅広い分野での応用可能性を示したことは、高く評価できる。
　Universal NTNのコンセプトは素晴らしく、実証で得られた知見を活用し国際
標準化を主導するとともに、ユースケースを実証するためのオープンなエコシステム
を形成したことは、高く評価できる。

　スカパーJSATは、世界で初めて5G NTN(Non-Terrestrial Network)を用いた
越境実証に成功し、地上通信と宇宙通信を融合した新たな市場の創出を先導し、
成果を大阪・関西万博で披露した。日本発で国際標準化とエコシステム形成を推
進し、我が国および諸外国の経済安全保障を含む社会課題解決に向けた具体的
事例を示した。さらに、産学官連携による人材育成と「Universal NTN™」のビジョ
ンを通じ、宇宙を身近なインフラとして捉える未来像を社会へ広く発信している。

Universal NTN™のコンセプトとUniversal NTNイノベーションラボ
設備 開発風景（（株）QPS研究所提供） 
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